
東日本大震災支援協力会議による支援の取り組み

「東日本大震災支援協力会議」は、東日本大震災によって被災された方々の沖縄県内への受入支援に
ついて、県民一体となって取り組むため、県内各界の関係機関等で構成された県民会議として、震災直後
の平成23年3月25日に設立されました。

 東日本大震災支援協力会議による主な支援

　1. ニライカナイカード
117の協力企業において、カードの提示により、スーパー等での買い物や交通機関の利
用時などに割引等のサービスが受けられる。【平成27年度：301世帯741名】

　2. 被災者支援活動助成事業
沖縄県内で、被災者の支援事業（避難者同士の古流、心のケアなど）を行う支援団体に

対して、その活動に対する経費の助成を実施

　3. ふるさと旅費支援
借り上げ住宅等の入居世帯が沖縄県内での避難を終了し、ふるさとへ戻る場合、あるい

は県外へ転居する場合の航空運賃を支援　【38世帯106人】

東日本大震災支援協力会議

（県民会議）沖縄県

＜支援体制＞

県民会議は、県内企業及び
県民の皆様からの寄付金に
よって運営されています。

 【参考】 沖縄県による主な支援

　1. 人的支援 被災地への県職員の派遣　【計239名】　※震災直後～平成27年度現在

　2. 住宅支援 災害救助法に基づく「みなし仮設住宅」の提供 【196世帯457名】 　※５月１日現在

　3. 県内への一時的緊急避難

　　 に係る旅費等の支援
震災直後から６月までの３ヶ月間、一時的に県内に避難される方の往復の航空運賃及
び３食付きの宿泊費用を支援　【261世帯577名】

　4. 中長期的な避難に関する

　　 旅費等の支援について
（上記3の）平成23年６月以降、民間借り上げ住宅や公営住宅等の住宅支援及びそれに
付随する入居準備に関する旅費・宿泊費の支援を実施　【255世帯601名】

　5. 被災地の子どもや高齢者

　　 を招待したツアー
平成23・24年度において、福島県の小中学生や高齢者のリフレッシュを目的として本県
に招待し、自然体験や県民との交流事業を実施　【延べ1,200名以上】

　6. 被災者支援見舞金の支給
平成23年４月26日～6月末までの期間、被災者の当面の生活費の支援として、１世帯

当たり20万円（単身者は10万円）を支給　【169世帯】



対象者

期 間

支援内容

申請方法

【お問い合わせ】

沖縄 東日本大震災支援協力会議事務局 名嘉原、宮城、上村
〒900-8570  沖縄県那覇市泉崎1-2-2 本庁舎5階 (防災危機管理課内)
TEL：098-866-2143   FAX：098-866-3204

東日本大震災支援協力会議では、沖縄県内に避難された方々のうち、ふるさとへ戻る場合
または、県外へ住居を移転する場合の航空運賃の支援を受付けています。

東日本大震災で沖縄に避難された方々へ

現在、沖縄県内に避難されており、次のいずれかに該当する方
（1）県内で民間借り上げ住宅や公営住宅等の住宅支援を受けた方

平成27年4月1日～平成28年3月31日
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申請方法
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申請の流れは次のとおりです。なお、航空券は事務局を通じ手配しますので
事前に購入した場合は対象外となります。あらかじめご了承ください。

（2）一時的・緊急避難に係る「旅費・宿泊費支援」（平成23年4月～6月）
を受けた方で、現在も沖縄県内に避難されている方

（2）支援は１回限りとなります。

（1）支援額は１人当たり40,000円が上限となります。
※ 航空運賃が40,000円を超える場合、その差額分は自己負担。

（3）一時帰宅の場合は当支援の対象外です。

転居先が決まりまし
たら、まずは事務局
へご連絡ください。
手続方法のご案内
及び申請書類を
郵送します。

次の書類をご提出ください。 事務局の書類確認後、
旅行代理店よりご連絡
差し上げますので、
その際に、搭乗日時や
目的地等の調整を
お願いします。

① 帰還支援申請書
② 身分を証明できる書類
（運転免許証、健康保険証など）
③ 災害救助法による借上げ 住宅

や公営住宅の「退去届」の写し
※ 借り上げ住宅等の退去後、一定期間が経過されて
いる場合は避難状況の確認のため、直近の住民票
の提出をお願いする場合があります。



4月28日に今年度の被災者支援活動助成事業の審査会を開催し、下記の事業に対する助成を決定
しました。現時点で開催予定のイベントは次の通りです。詳しくは各団体までお問合せ下さい。

平成27年度 東日本大震災支援協力会議

2．つなごう命 ～沖縄と被災地をむすぶ会～

3．沖縄県臨床心理士会被災者支援対策本部

沖縄県臨床心理士会では､震災直後から少しでも被災者の皆様のお力になれるよう、様々な形で
活動を行ってきました。今年は、被災者・避難者の皆様を支えるグループの皆様の活動をサポート
する形で支援を提供していきたいと考えています。

例えばこんなことができます。
・ 集会や例会（など様々なイベント、集まりの機会）の際に「心の健康相談ブース」を設けたい
・ 出前、出張で「ストレス解消法のコツ」についてレクチャーしてほしい！ など

また、臨床心理士会主催で個別に相談対応を行うための『おはなし会』の企画
を準備しております。いずれも詳細が決まり次第、東日本大震災支援協力会議の
ホームページにてご案内します。まずは、お気軽にお電話ください。

【問】 沖縄県臨床心理士会避難者支援ワーキンググループ （琉球大学医学部内）
TEL：098-895-1157     MAIL：mkoda@med.u-ryukyu.ac.jp 担当：甲田

「お手伝いします！」避難者のこころのケア

第16回おむすび市～バザーと何でも相談会～

人と人とをむすぶ市、それが『おむすび市』。大人もこどもも、おなかも心もあったかく、
笑顔になれる市にできればと、わたしたちは考えています。

○ 日 程：12月20日（日）11:00～16:00 ○ 場 所：那覇市民会館 和室
○ 内 容：弁護士による法律相談、生活相談、心の相談、安心・安全のOKフード など

【問】 つなごう命～沖縄と被災地をむすぶ会～ TEL：080-5547-9568     MAIL：omusubiichi@yahoo.co.jp

1．福島避難者の会 沖縄じゃんがら会

【問】 福島避難者のつどい沖縄じゃんがら会（月～金曜日 10～16時）
TEL：080-6498-6720     MAIL：jangara31@yahoo.co.jp

【沖縄じゃんがら会】海と自然体験お泊まり会のご案内

自然の中で遊ぶ、笑う、ゆんたくする。明日の活力となるように。これからも頑張っていけるよ
うに。海がとってもきれいな今帰仁村のキャビンに泊まる自然体験プログラムです。

○ 日 程：7月25日（土）～７月26日（日） ◆募集〆切は７月15日
○ 場 所：北山荘（今帰仁村諸志583）今帰仁村総合運動公園集合・現地解散
○ 参加費：大人1,200円／子ども800円（中学生以下）未就学児300円


